
 （別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 中津川市立神坂中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月 ２日（土）～１１月 ９日（土） 

実 施 概 要 
  

 ① 地域文化祭に参加 

「ふるさと神坂総合文化祭」 

・美術、技術の作品展示・ステージ発表（全校合唱、各学年演劇） 

② ＰＴＡ資源回収、軽スポーツ大会に参加 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 

  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 

  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者              ７６ 人  
  計 ２９２ 人 

地域関係者           ２１６ 人 

実 施 状 況 
 

①１１月２日（土）～６日（火）「ふるさと神坂総合文化祭（作品 展示の部」 

   地域の人の作品とともに、美術の時間に製作した全生徒の作品を展示。 

  中学生の作品を、保護者・地域住民の方々に鑑賞していただくとともに、生徒も

異世代の方の作品を鑑賞した。 

 

②１１月２日（土）「ふるさと神坂総合文化祭（ステージ発表）」 

   中学校体育館にて、地域と合同で「ふるさと神坂総合文化祭」を開催し、幼稚

園児から高齢者までが、それぞれステージでの出し物を発表、鑑賞しあった。  

中学校は、音楽の授業の成果としての全校合唱と各学級で取り組んできた演劇

を発表した。 

③１１月９日（土）ＰＴＡ資源回収、軽スポーツ大会に参加 
   朝８時より地域での資源物の回収、本部での積み込み作業 

   １０時３０分より幼小中合同で軽スポーツ（親子ドッジボール） 

成果及び課題 
  

  

【地域の方の反応】 

 ○幼稚園児からお年寄りまで、地域が一緒になって文化祭が出来た。本当に楽しい

一時をすごせてよかった。 

○中学生が、異世代の地域住民（幼稚園～高齢者まで）の発表や作品を鑑賞するこ

とで、学校からの発信という一方通行ではなく、異世代の生き方を学ぶ機会とし

て、得るものは大きいといえる。 

【保護者の方の感想】 

 ○中学生のコーラス、劇も良かった。合唱は、内容は難しかったが、良いテーマで

あったと思う。少人数であれだけの劇ができることに感動した。来年もみんなで

力を合わせて頑張ってほしい 

○幼小の児童から高齢者までの多数の地域の人の前で努力の成果を発揮すること

ができ、個人と学級集団の両側面から満足感や成就感を味わうことができた。ま

た、小規模校の本校の課題である生徒一人一人の表現力の向上を図ることができ

た。 

○学校職員としても、地域あっての学校であり、地域ぐるみの教育の推進の意義を

再確認することができた。 


